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はじめに

この章の内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementクイック・インストレーション・ガイド』の対象読者は、Oracle Identity Managementコンポーネントのインストールを担当する管理者です。

このドキュメントでは、Oracle Identity and Access Managementコンポーネントのインストール方法の情報については取り上げていません。Oracle Identity and Access Managementコンポーネントのインストールについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity and Access Managementクイック・インストレーション・ガイド』を参照してください。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middlewareリリース11g リリース1のドキュメント・セットに含まれる次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware管理者ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド








表記規則

この項では、このドキュメントで使用される表記規則について説明します。


	表記規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interfaceの要素、または用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリック体は、特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Identity Managementのインストールについて


この章では、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)の概要を説明します。

次の項目が含まれます。

	
Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)の概要


	
11gリリース1 (11.1.1.9.0)デプロイメントの追加情報


	
Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)のサイレント・インストール






1.1 Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)の概要

Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)には、次のコンポーネントが含まれます。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Virtual Directory


	
Oracle Directory Services Manager


	
Oracleディレクトリ統合プラットフォーム


	
Oracle Identity Federation


	
Oracle HTTP Server


	
Oracle Enterprise Manager









1.2 11gリリース1 (11.1.1.9.0)デプロイメントの追加情報

この項では、11g リリース1 (11.1.1.9.0)デプロイメントに関する追加情報を提供します。次の内容に関するドキュメントが含まれます。

	
Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)へのアップグレード


	
Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)の高可用性に対応したインストール






1.2.1 Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)へのアップグレード

このマニュアルでは、以前のデータベース・スキーマを含め、旧バージョンのOracle Identity Managementコンポーネントを11gリリース1 (11.1.1.9.0)にアップグレードする方法は説明しません。11gより前のリリースのOracle Identity Managementコンポーネントをアップグレードするには、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』を参照してください。

既存のOracle Identity Management 11g リリース1のインストールがある場合は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』の「Oracle Fusion Middlewareの最新のパッチ・セットの適用」を参照してください。






1.2.2 Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)の高可用性に対応したインストール

このドキュメントでは、高可用性構成にOracle Identity Managementコンポーネントをインストールする方法は説明しません。Oracle Identity Managementコンポーネントを高可用性の構成でインストールするには、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』を参照してください。

特に、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の「Identity Managementコンポーネントの高可用性の構成」を参照してください。

また、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementエンタープライズ・デプロイメント・ガイド』も参照してください。








1.3 Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)のサイレント・インストール

Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)のサイレント・インストールを実行するには、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』の「サイレント・インストールの実行」を参照してください。












2 Oracle Identity Managementのインストールの準備


この章では、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)コンポーネントをインストールする前に確認する必要のある情報を提供します。

次の項目が含まれます。

	
システム要件および動作保証の確認


	
Oracle Fusion Middlewareの64ビットJDKのサポートについて


	
Java Access Bridgeのインストールと構成(Windowsのみ)


	
インストール・ディレクトリの特定


	
ポート番号の決定


	
オプション: Oracle WebLogic Serverの最大ヒープ・サイズの最小値の構成


	
オプション: Oracle Identity Managementインストール用のOracle WebLogic Serverノード・マネージャ・ユーティリティの管理


	
インストール・ログ・ファイルの場所






2.1 システム要件および動作保証の確認

インストールを実行する前に、システム要件および動作保証のドキュメントを読み、インストールする製品の最小インストール要件を環境が満たしていることを確認します。

	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様

このドキュメントには、ハードウェアおよびソフトウェア要件、最小ディスク容量およびメモリー要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチに関する情報が記載されています。


	
Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成

このドキュメントには、サポートされるインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品が記載されています。


	
Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)のインストールの際に発生する相互運用性および互換性の問題については、『Oracle Fusion Middleware相互運用および互換性ガイド』を参照してください。

Oracle Fusion Middleware製品が旧バージョンの他のOracle Fusion Middleware、Oracleまたはサード・パーティ製品と機能するために重要な情報がこのマニュアルに記載されています。この情報は、既存の環境をアップグレードする既存ユーザーと新しいOracle Fusion Middlewareユーザーの両方に適用されます。









2.2 Oracle Fusion Middlewareの64ビットJDKのサポートについて

現在の環境で64ビットJVMを使用している場合、すべてのOracle Fusion Middlewareコンポーネントで64ビットJVMを使用していることを確認してください。32ビットJVMを使用するコンポーネントと64ビットJVMを使用するコンポーネントを混在させることはできません。

詳細は、次のページで入手可能なOracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件およびサポートされるプラットフォームに関するドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントを64ビットJVM環境で実行する場合は、WebLogic Serverが64ビットJDKとともにインストールされていることを確認してください。32ビットJVMサポートの場合は、使用プラットフォームの32ビットJVMサポート用に使用環境を構成する方法について、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』を参照してください。






2.3 Java Access Bridgeのインストールと構成(Windowsのみ)

Oracle Identity ManagementをWindowsシステムにインストールする場合、第508条のアクセシビリティに対応するJava Access Bridgeをインストールおよび構成することもできます。これは、第508条のアクセシビリティ機能が必要な場合にのみ必要です。

	
次のWebサイトからJava Access Bridgeをダウンロードします。


http://java.sun.com/javase/technologies/accessibility/accessbridge/


	
Java Access Bridgeをインストールします。


	
access-bridge.jarとjaccess-1_4.jarをインストール場所からjre\lib\extディレクトリにコピーします。


	
WindowsAccessBridge.dll、JavaAccessBridge.dllおよびJAWTAccessBridge.dllの各ファイルをインストール場所からjre\binディレクトリにコピーします。


	
accessibility.propertiesファイルをjre\libディレクトリにコピーします。









2.4 インストール・ディレクトリの特定

このトピックでは、ほとんどのOracle Identity Managementのインストールと構成で特定する必要のあるディレクトリについて説明します。特定のインストーラ画面については記載していません。インストール時に、この項に記載されていない他のコンポーネントに固有のディレクトリを特定する必要があります。

この項で説明する共通ディレクトリの内容は、次のとおりです。

	
Oracleミドルウェア・ホームの場所


	
Oracleホーム・ディレクトリ


	
WebLogic Serverディレクトリ


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名






2.4.1 Oracleミドルウェア・ホームの場所

Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリの場所を特定します。このフィールドで特定するOracleミドルウェア・ホームの下に、インストールするコンポーネントのOracleホーム・ディレクトリが作成されます。また、Oracleミドルウェア・ホームの下にOracle共通ホーム・ディレクトリが作成されます。Oracle共通ホームには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびOracle Java Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが含まれます。各Oracleミドルウェア・ホーム内には、1つのOracle共通ホームのみ作成できます。

Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリは、通常MW_HOMEと呼ばれます。




	
注意:

既存のOracle WebLogic Server管理ドメインにOracle Identity Managementコンポーネントをインストールするには、ドメイン内の各Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリのディレクトリ・パスとディレクトリ名が同じである必要があります。












2.4.2 Oracleホーム・ディレクトリ

コンポーネントのOracleホーム・ディレクトリの名前を入力します。インストーラは、このフィールドに入力する名前を使用して、「Oracle Middlewareホームの場所」フィールドに入力する場所の下にOracleホーム・ディレクトリを作成します。バイナリやライブラリなどの、コンポーネントのホストに必要なファイルがOracleホーム・ディレクトリにインストールされます。

Oracleホーム・ディレクトリは、通常ORACLE_HOMEと呼ばれます。




	
注意:

既存のOracle WebLogic Server管理ドメインにOracle Identity Managementコンポーネントをインストールするには、ドメイン内の各Oracleホーム・ディレクトリのディレクトリ・パスとディレクトリ名が同じである必要があります。












2.4.3 WebLogic Serverディレクトリ

Oracle WebLogic Serverホーム・ディレクトリのパスを入力します。このディレクトリには、Oracle WebLogic Serverのホストに必要なファイルが含まれます。通常WL_HOMEと呼ばれます。




	
注意:

既存のOracle WebLogic Server管理ドメインにOracle Identity Managementコンポーネントをインストールするには、ドメイン内の各Oracle WebLogic Serverホーム・ディレクトリのディレクトリ・パスとディレクトリ名が同じである必要があります。












2.4.4 Oracleインスタンスの場所

Oracleインスタンス・ディレクトリを作成する場所のパスを入力します。インストーラは、このフィールドに入力した場所と、「Oracleインスタンス名」フィールドに入力した名前を使用して、Oracleインスタンスのディレクトリを作成します。ファイルが存在する既存のディレクトリへのパスを入力しないでください。既存のディレクトリへのパスを入力する場合、そのディレクトリが空である必要があります。

コンポーネントの構成ファイルがOracleインスタンス・ディレクトリにインストールされます。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracleインスタンス・ディレクトリ用にシステムで任意の場所を特定できます。Oracleインスタンス・ディレクトリは、Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリ内に存在する必要はありません。






2.4.5 Oracleインスタンス名

Oracleインスタンス・ディレクトリの名前を入力します。インストーラは、このフィールドに入力する名前を使用して、「Oracleインスタンスの場所」フィールドに指定する場所にOracleインスタンス・ディレクトリを作成します。このディレクトリは通常ORACLE_INSTANCEと呼ばれます。

インスタンス名は、Oracle Fusion Middlewareがインスタンスを一意に識別するために使用するため、重要です。複数のOracle Fusion Middlewareインスタンス(たとえば、Oracle Identity ManagementインスタンスとOracle WebLogic Serverインスタンス)を同一のコンピュータにインストールする場合、異なる名前を付ける必要があります。

Oracleインスタンスのディレクトリとして入力する名前は、次の条件を満たす必要があります。

	
英数字とアンダースコア(_)文字のみを含みます。


	
先頭は英字です(a-zまたはA-Z)。


	
4文字から30文字の間で構成されます。


	
コンピュータのホスト名またはIPアドレスを含みません。







	
注意:

インストール後、Oracleインスタンス名は変更できません。














2.5 ポート番号の決定

Oracle Identity Management 11g リリース1(11.1.1)コンポーネントを既存のOracle Identity Management 11g リリース1(11.1.1)コンポーネントに対してインストールする場合、既存コンポーネントのポートを特定する必要があります。たとえば、Oracle Directory Integration Platform 11g リリース1(11.1.1)を既存のOracle Internet Directory 11g リリース1(11.1.1)コンポーネントに対してインストールする場合、Oracle Directory Integration Platformのインストール時にポートを特定する必要があります。

ポートについての情報は、次の方法を使用して入手できます。

	
WebLogic Server管理コンソール。

管理コンソールにログインします。「環境」の下の「サーバー」をクリックして、管理サーバーと管理対象サーバーに使用されているポートを確認します。




	
注意:

Oracle Internet Directoryについては、WebLogic Server管理コンソールを使用してポートに関する情報を入手することはできません。








	
$ORACLE_INSTANCE/config/OPMN/opmn/ports.prop




	
注意:

インストール後にコンポーネントのポート番号を変更する場合、ports.propファイルは更新されません。








	
$ORACLE_INSTANCE/bin/opmnctl status -lコマンドを実行して、Oracle Process Manager and Notification Server(OPMN)により管理されているコンポーネントのポート番号を確認します。









2.6 オプション: Oracle WebLogic Serverの最大ヒープ・サイズの最小値の構成

Oracle Identity Management 11g リリース1(11.1.1)のインストール後、Oracle Identity ManagementコンポーネントをホストするためにOracle WebLogic Serverで必要な最大ヒープ・サイズ(-Xmx)の最小(最低)レベルを構成する場合は、この項の手順を実行します。




	
注意:

この手順はオプションで、一般にテスト、開発またはデモ環境でのみ実行されます。
この手順はOID、OVD、ODSM、ODIPおよびOIFのみを対象としています。









最大ヒープ・サイズの最小(最低)レベルは、次のとおりです。

	
Oracle WebLogic管理サーバー: 512MB


	
Oracle WebLogic管理対象サーバー: 256MB




Oracle WebLogic管理サーバーとOracle WebLogic管理対象サーバーのヒープ・サイズを構成するには、次の手順を実行します。

	
MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME/binディレクトリで、setDomainEnvスクリプト(.shまたは.bat)を開きます。


	
EXTRA_JAVA_PROPERTIESエントリの最後のオカレンスを検索します。


	
EXTRA_JAVA_PROPERTIESの最後のオカレンスで、ヒープ・サイズ・パラメータの最後のオカレンスを検索します(-Xmx、-Xmsなど)。




	
注意:

これらは、Oracle WebLogic管理サーバーのヒープ・サイズ・パラメータです。








	
必要に応じて、Oracle WebLogic管理サーバーのヒープ・サイズ・パラメータ(-Xmsおよび-Xmx)を設定します。例: -Xms256mおよび-Xmx512m。


	
Oracle WebLogic Managed Serverのヒープ・サイズ・パラメータを設定するには、最後に出てくるEXTRA_JAVA_PROPERTIESエントリの直後に例2-1のテキストを入力し、次の手順を実行します。

	
必要に応じて、ヒープ・サイズ・パラメータ(-Xmsおよび-Xmx)を設定します。例: -Xms256m -Xmx256m。


	
wls_ods1を、Oracle Directory Services ManagerをホストするOracle WebLogic管理対象サーバーの名前に置き換えます。


	
wls_oif1を、Oracle Identity FederationをホストするOracle WebLogic管理対象サーバーの名前に置き換えます。





例2-1 Oracle WebLogic Managed Serverのヒープ・サイズ・パラメータ


if [ "${SERVER_NAME}" = "wls_ods1" -o  "${SERVER_NAME}" = "wls_oif1" ] ; then
        EXTRA_JAVA_PROPERTIES=" ${EXTRA_JAVA_PROPERTIES} -Xms256m -Xmx256m "
        export EXTRA_JAVA_PROPERTIES
fi




	
setDomainEnvスクリプトを保存して終了します。


	
「スタックの起動」を参照して、Oracle WebLogic管理サーバーとOracle WebLogic管理対象サーバーを再起動します。







	
注意:

UNIXシステムでは、ps -efコマンドおよびgrepを、AdminServerまたはOracle WebLogic管理対象サーバーの名前(ps -ef | grep AdminServerまたはps -ef | grep wls_oif1など)に対して実行すると、出力にヒープ・サイズ・パラメータの複数のオカレンスが含まれます(-Xmxおよび-Xms)。
出力内のヒープ・サイズ・パラメータの最後のオカレンスが有効で、前のオカレンスに優先されます。














2.7 オプション: Oracle Identity Managementインストール用のOracle WebLogic Serverノード・マネージャ・ユーティリティの管理

Oracle Directory Integration Platform (ODIP)とOracle Identity Federation (OIF)はWebLogicドメインとともに構成されます。Oracle Internet Directory (OID)とOracle Virtual Directory (OVD)はWebLogicドメインの有無にかかわらず構成できます。WebLogicドメインを必要とするOracle Identity Management製品でOracle WebLogic Serverノード・マネージャ・ユーティリティを使用する場合は、ノード・マネージャを構成する必要があります。

ノード・マネージャを構成するには、Oracle WebLogic Serverのインストール後、Oracle Identity Managementをインストールする前に次の手順を実行する必要があります。

	
Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ・ユーティリティが停止していることを確認します。実行中の場合は、プロセスを停止します。次のコマンドを使用して、実行中のプロセスを識別して停止します。

UNIXの場合の例:

1) ps -ef | egrep weblogic.NodeManager | egrep -v egrep

このコマンドによってノード・マネージャ・プロセスのプロセスIDが返されます。

2)kill -9 <ノード・マネージャ・プロセスのプロセスID>

Windowsの場合:

Windowsタスク マネージャを使用して、実行中のノード・マネージャ・プロセスを識別して停止します。


	
WL_HOME/common/nodemanager/ディレクトリにnodemanager.propertiesファイルがあるかどうかを確認します。

	
nodemanager.propertiesファイルが存在しない場合は、次の手順を実行します。

UNIXの場合:

(<WL_HOME>/server/binディレクトリにある)startNodeManager.shを実行し、ノード・マネージャを起動します。

Windowsの場合:

(<WL_HOME>\server\binディレクトリにある)startNodeManager.cmdを実行し、ノード・マネージャを起動します。




	
注意:

次のOracle WebLogic Serverパッチをミドルウェア・ホームに適用した場合は、Java Secure Socket Extension (JSSE)を有効にしてノード・マネージャを起動する必要があります。
	
13964737 (YVDZ)


	
14174803 (IMWL)




これらのパッチはMy Oracle Supportで入手できます。JSSEを有効にしてノード・マネージャを起動する方法の詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』のノード・マネージャ環境変数の設定に関する項を参照してください。










	
nodemanager.propertiesファイルが存在しない場合、ファイルを開き、ListenPortパラメータが含まれていて、値が設定されていることを確認します。ListenPortパラメータが含まれていないか、設定されていない場合、次のようにnodemanager.propertiesファイルを編集して、NODE_MANAGER_LISTEN_PORTがノード・マネージャのリスニング対象となるポートを示すようにします(5556など)。


ListenPort=NODE_MANAGER_LISTEN_PORT


また、StartScriptEnabledパラメータがこのファイルに含まれ、trueに設定されていることを確認します。StartScriptEnabledパラメータが含まれていないか、trueに設定されていない場合、次のようにnodemanager.propertiesファイルを編集します。


StartScriptEnabled=true












2.8 インストール・ログ・ファイルの場所

インストーラは、UNIXシステムではORACLE_INVENTORY_LOCATION/logsディレクトリ、WindowsシステムではORACLE_INVENTORY_LOCATION\logsディレクトリにログ・ファイルを書き込みます。

UNIXシステムで、Oracleインベントリ・ディレクトリの場所がわからない場合は、ORACLE_HOME/oraInst.locファイルで確認できます。

Microsoft Windowsシステムでは、インベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所はC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。

次のインストール・ログ・ファイルがログ・ディレクトリに書き込まれます。

	
installDATE-TIME_STAMP.log


	
installDATE-TIME_STAMP.out


	
installActionsDATE-TIME_STAMP.log


	
installProfileDATE-TIME_STAMP.log


	
oraInstallDATE-TIME_STAMP.err


	
oraInstallDATE-TIME_STAMP.log


	
opatchDATE-TIME_STAMP.log















3 Oracle Identity Management (11.1.1.9.0)のインストールおよび構成


この章では、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールおよび構成する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
開始前の重要な注意点


	
「インストールと構成」オプションを使用したOracle Identity Managementのインストール


	
「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプション用のOracle Identity Managementの構成






3.1 開始前の重要な注意点

Oracle Identity Management製品のインストールおよび構成を開始する前に、次の点に注意してください。

	
この章では、新規ユーザー向けのOracle Identity Management (11.1.1.9.0)のインストールおよび構成に関する情報を提供します。既存のOracle Identity Management 11gユーザーである場合、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』の最新のOracle Fusion Middlewareパッチ・セットの適用に関する項を参照してください。

Oracle Fusion Middleware 11gに最新リリースへのパッチを適用する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』を参照してください。


	
インストーラの「インストール・タイプの選択」画面には、「インストールと構成」と「ソフトウェアのインストール - 構成なし」の2つのオプションがあります。これらのオプションの詳細は、第3.1.1項「インストール・タイプ: 「ソフトウェアのインストール - 構成なし」対「インストールと構成」」を参照してください。






3.1.1 インストール・タイプ: 「ソフトウェアのインストール - 構成なし」対「インストールと構成」

インストーラの「インストール・タイプの選択」画面には、「インストールと構成」と「ソフトウェアのインストール - 構成なし」の2つのオプションがあります。この項では、両方のオプションについて説明します。

	
「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションの概要


	
「インストールと構成」オプションの概要






3.1.1.1 「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションの概要

Oracle Identity Managementコンポーネントをインストールするが、インストール時には構成を行わない場合は、「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択します。「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択すると、インストーラはコンポーネント・ソフトウェアをインストールして終了します。「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを使用してデプロイした場合、Oracle Identity Managementコンポーネントは実行を開始しません。追加の構成が必要です。

「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを使用してコンポーネントをインストールした場合、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)構成ウィザードを使用して、後から構成を行うことができます。Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)構成ウィザードを起動するには、ORACLE_HOME/bin/config.shスクリプト(Windowsではconfig.bat)を実行します。






3.1.1.2 「インストールと構成」オプションの概要

「インストールと構成」オプションを選択すると、Oracle Identity Managementコンポーネントをインストールし、同時にいくつかの基礎的な要素(パスワード、ユーザー名など)を構成できます。「インストールと構成」オプションを使用してデプロイすると、Oracle Identity Managementコンポーネントが実行を開始し、ただちに使用できるようになります。










3.2 「インストールと構成」オプションを使用したOracle Identity Managementのインストール

この項の手順に従って、最新のOracle Identity Managementソフトウェアをインストールおよび構成してください。

最新バージョンのOracle Identity Management 11gコンポーネントのインストールと構成は、次の手順で行います。

	
Oracle Fusion Middleware 11gソフトウェアの入手


	
Oracle Databaseのインストール


	
Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utility (RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成


	
Oracle WebLogic Serverのインストールとミドルウェア・ホームの作成


	
インベントリ・ディレクトリの作成(UNIXのみ)


	
インストールの開始


	
Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成







	
注意:

Oracle Identity Managementがすでにインストールされている場合は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』または『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』を参照してください。









3.2.1 Oracle Fusion Middleware 11gソフトウェアの入手

	
最新のOracle Fusion Middleware 11gソフトウェアは、Oracle Technology Network (OTN)からダウンロードできます。


http://www.oracle.com/technetwork/index.html


必ず、次のバージョンのOracle Fusion Middlewareソフトウェアを入手してください。

	
Oracle WebLogic Server 11gリリース1


	
Oracle Database


	
Oracleリポジトリ作成ユーティリティ


	
Oracle Identity Management Suite




Oracle Fusion Middleware 11gソフトウェアの入手の詳細は、Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストールおよび構成のReadmeを参照してください。









3.2.2 Oracle Databaseのインストール

一部のOracle Identity Managementコンポーネントをインストールする前に、Oracle Databaseをインストールする必要があります。次のようなコンポーネントがあります。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Identity Federation(RDBMSデータ・ストアを使用する場合)




サポートされているデータベースの最新情報は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成のドキュメントを参照してください。

関連するOracle Identity Managementコンポーネントをインストールするには、データベースが稼働している必要があります。データベースが、Oracle Identity Managementコンポーネントのインストール先と同じシステム上にある必要はありません。

データベースは、Oracle Fusion Middleware Oracle Repository Creation Utility(RCU)との互換性がある必要もあります。RCUを使用して、Oracle Identity Managementコンポーネントで必要なスキーマを作成します。




	
注意:

Oracle DatabaseのRCU要件の詳細は、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントでOracle DatabaseのRCU要件に関する項を参照してください。












3.2.3 Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成

次のOracle Identity Managementコンポーネントおよび構成をインストールする前に、データベースで適切なOracle Fusion Middlewareスキーマを作成し、ロードしておく必要があります。

	
Oracle Internet Directory(インストール時にインストーラを使用して新しいスキーマを作成するのでなく、既存のスキーマを使用する場合)。




	
注意:

Oracle Internet Directoryをインストールするときに、既存のスキーマを使用するか、インストーラを使用して新しいスキーマを作成するか、選択できます。既存のスキーマを使用する場合は、Oracle Internet Directoryをインストールする前に、Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utility (RCU)を使用してスキーマがすでに作成されている必要があります。インストール時に新しいスキーマの作成を選択した場合、インストーラが対応するスキーマを作成します。RCUを使用する必要はありません。








	
フェデレーション・ストア、セッション・ストア、メッセージ・ストアまたは構成ストアでRDBMSを使用するOracle Identity Federation拡張構成。




RCUを使用して、データベースにOracle Fusion Middlewareスキーマを作成し、ロードします。RCUは、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1(11.1.1)のインストール・メディアに収録されている他、Oracle Technology Network(OTN)Webサイト上からも入手できます。次のURLでOTNのWebサイトにアクセスできます:

http://www.oracle.com/technetwork/index.html

RCU要件については、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントのリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の要件に関する項を参照してください。




	
注意:

LinuxのRCUまたはWindowsのRCUを使用して、サポートされるUNIXデータベースでスキーマを作成します。WindowsのRCUを使用して、サポートされるWindowsデータベースでスキーマを作成します。







RCUを実行する場合、Oracle Identity Managementコンポーネントの次のスキーマのみを作成してロードします。RCUで使用可能な他のスキーマは選択しないでください。

	
Oracle Internet Directoryの場合、「Identity Management - Oracle Internet Directory」スキーマのみを選択します。


	
Oracle Identity Federationの場合、「Identity Management - Oracle Identity Federation」スキーマのみを選択します。







	
注意:

スキーマを作成する場合、RCUに表示されるスキーマ・オーナーとパスワードを決して忘れないでください。Oracle Identity Federationの場合、PREFIX_OIFという形になります。RDBMSストアでOracle Identity Federationを構成するときに、この情報を入力する必要があります。
Oracle Internet Directoryに提供された接頭辞は変更しないでください。












	
関連項目:

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』を参照してください。












3.2.4 Oracle WebLogic Serverのインストールとミドルウェア・ホームの作成

Oracle Identity Managementには、Oracle WebLogic Serverとミドルウェア・ホーム・ディレクトリが必要です。

詳細は、『インストレーション・プランニング・ガイド』のOracle WebLogic Serverのインストールに関する項を参照してください。また、Oracle WebLogic Serverのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』を参照してください。




	
注意:

	
Oracle Internet DirectoryをOracle WebLogic管理ドメインを使用せずにインストールする場合、Oracle WebLogicをインストールする必要はありません。


	
Oracle WebLogic Serverをインストールした同じユーザーがOracle Identity Managementをインストールしてください。


	
Oracle Identity Managementのインストール時にOracle WebLogic Server管理コンソールにログインしないでください。


	
Oracle WebLogic Serverの最大ヒープ・サイズの最小値を構成する場合には、第2.6項「オプション: Oracle WebLogic Serverの最大ヒープ・サイズの最小値の構成」を参照してください。













3.2.4.1 Oracle WebLogic Serverの必須パッチの適用

Oracle WebLogic Server 11gリリース1 (10.3.6)をインストールし、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリを作成したら、Oracle WebLogic Server 11gリリース1 (10.3.6)に関する特定の問題を修正するため、いくつかの必須パッチをWebLogic Serverのミドルウェア・ホームに適用する必要があります。

Oracle WebLogic Serverに適用する必要のある必須パッチを特定するには、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureリリース・ノート』の必須パッチのダウンロードおよび適用に関する項を参照してください。

リリース・ノートにリストされているパッチはMy Oracle Supportで入手できます。パッチ適用手順は、各パッチに付属するREADME.txtファイルに記載されています。








3.2.5 インベントリ・ディレクトリの作成(UNIXのみ)

UNIXシステムへのインストールの場合、これがOracle Universal Installerを使用して初めてOracle製品をインストールするのであれば、インベントリ・ディレクトリの場所を指定するように求められます。このディレクトリに、インストーラによってサブディレクトリが設定され、このシステムにインストールされる各Oracle製品のインベントリ・データが維持されます。

表3-1の手順に従って、インベントリ・ディレクトリ情報を構成します。


表3-1 インベントリ・ディレクトリおよびグループ画面

	画面	説明
	
インベントリ・ディレクトリの指定

	
Oracleインベントリ・ディレクトリと、そのディレクトリのグループ権限を指定します。グループは、Oracleインベントリ・ディレクトリへの書込み許可をもっている必要があります。

「OK」をクリックして続行します。


	
インベントリの場所の確認

	
createCentralInventory.shスクリプトをrootで実行します。

「OK」をクリックして続行します。











	
注意:

集中インベントリを使用しない場合は、oraInst.locファイルを作成し、インベントリのカスタム・ロケーションを追加して、次のコマンドを使用してrunInstallerを実行できます。
runInstaller -invPtrLoc <full location to oraInst.loc>














3.2.6 インストールの開始

Oracle Identity Managementのインストールを開始するには、次の手順を実行します。




	
注意:

インストールを起動するには、UNIXオペレーティング・システムにrootでないユーザーとしてログインする必要があります。







次のいずれかのコマンドを実行して、インストーラを起動します。

UNIX: <runInstallerディレクトリへのフルパス>/runInstaller

Windows: <setup.exeディレクトリへのフルパス>\setup.exe




	
注意:

64ビット・プラットフォームでは、MaxPermSizeを512Mに設定する必要があります。インストーラを起動する前に、次のように、環境のMaxPermSizeを設定してください。

export _JAVA_OPTIONS=-XX:MaxPermSize=512m

MaxPermSizeが512Mに設定されていない場合には、次のエラー・メッセージが表示されます。

java.lang.OutOfMemoryError: PermGen space














3.2.7 Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成

表3-2の手順に従って、Oracle Identity Management 11.1.1.9.0をインストールおよび構成します。

インストール画面の詳細なヘルプが必要な場合は、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスします。


表3-2 インストールのみオプションのインストール・フロー

	番号	画面	画面が表示されるタイミング	説明および必要な操作
	
1

	
ようこそ

	
常時

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
2

	
ソフトウェア更新のインストール

	
常時

	
Oracle Identity Managementをインストールする前に、インストールするソフトウェア更新を指定します。My Oracle Supportから更新を取得するには、My Oracle Supportでの更新の検索を選択し、ユーザー名とパスワードを指定して、「更新の検索」をクリックします。検索する前に、「プロキシ設定」をクリックしてプロキシ・サーバーの設定を変更し、「接続のテスト」をクリックして資格証明をテストします。コンピュータに保存した更新を取得するには、ローカル・ディレクトリでの更新の検索を選択し、ディレクトリを指定して、「更新の検索」をクリックします。いずれのソフトウェアも更新しない場合、「ソフトウェア更新のスキップ」を選択し、「次へ」をクリックしてインストールを続行します。


	
3

	
インストール・タイプの選択

	
常時

	
「インストールと構成」オプションを選択します。

注意:

	
「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)構成ウィザードを使用して、後から構成を実行できます。Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)構成ウィザードを起動するには、ORACLE_HOME/bin/config.shスクリプト(Windowsではconfig.bat)を実行します。詳細は、第3.3項「「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションに対するOracle Identity Managementの構成」を参照してください。


	
Oracle Directory Integration PlatformをOracle Unified Directory (OUD)と一緒に構成する場合、またはOracle Directory Integration PlatformをOracle Directory Server Enterprise Edition (ODSEE)と一緒に構成する場合は、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)のインストール時に、「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択する必要があります。

Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)のインストールが完了したら、Oracle Directory Integration Platformと一緒に構成するよう選択したコンポーネントに応じて、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Unified Directory (OUD)とのODIPの構成に関する項、またはOracle Directory Server Enterprise Edition (ODSEE)とのODIPの構成に関する項を参照してください。




「次へ」をクリックして続行します。


	
4

	
前提条件のチェック

	
常時

	
すべての前提条件が満たされていることを確認します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
5

	
ドメインの選択

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択した場合に表示されます。

	
次のオプションから1つを選択します。

	
新規ドメインの作成: 作成するドメインのユーザー名、ユーザー・パスワードおよびドメイン名を入力します。


	
既存のドメインの拡張: 拡張先の既存のドメインのホスト名、ポート、ユーザー名およびユーザー・パスワードを入力します。


	
クラスタを開く: Oracle Identity Managementインストールの展開先の既存のクラスタの情報を入力します。含めるクラスタのホスト名、ポート、ユーザー名およびユーザー・パスワードを入力します。


	
ドメインなしで構成: インストールのドメインを作成も拡張もしません。




詳細は、次を参照してください。

	
第3.3.1項「新しいWebLogicドメインでのOIDおよびODIP、ODSM、Fusion Middleware Controlの構成」


	
第3.3.2項「WebLogicドメインを使用しないOIDのみの構成」


	
第3.3.3項「新しいWebLogicドメインでのOVDおよびODSM、Fusion Middleware Controlの構成」


	
第3.3.4項「LDAP認証、ユーザー・ストア、フェデレーション・ストア用の新しいWebLogicドメインでのOIFとOIDの構成」





	
6

	
インストール場所の指定

	
常時

	
Oracle Middlewareホームの場所、Oracleホーム・ディレクトリ、WebLogic Serverディレクトリ、Oracleインスタンスの場所およびOracleインスタンス名を指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
7

	
セキュリティ更新の指定

	
常時

	
この画面では、セキュリティ問題の通知方法を次の中から決定できます。

	
セキュリティ問題の通知を電子メールで受けとる場合は、「電子メール」フィールドに電子メール・アドレスを入力します。


	
My Oracle Support(以前のMetaLink)でセキュリティ問題を通知する場合は、「My Oracle Support」オプションを選択してMy Oracle Supportのパスワードを入力します。


	
セキュリティ問題を通知しない場合は、すべてのフィールドを空にします。次のメッセージが表示されます。

電子メール・アドレスが指定されていません。構成内の重大なセキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか。

「はい」をクリックして、続行します。




「次へ」をクリックして続行します。


	
8

	
コンポーネントの構成

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択した場合に表示されます。

	
	
インストールおよび構成するOracle Identity Managementコンポーネントを選択します。


	
「ドメインの作成」インストールの場合、「管理コンポーネント」の下の「Enterprise Manager」チェック・ボックスは自動的に選択されます。Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソール(Fusion Middleware Controlコンソール)がインストールされ、構成されます。選択を解除することはできません。構成用に暗黙的に選択されます。


	
「ドメイン・フローなし」を選択した場合は、Oracle Internet DirectoryとOracle Virtual Directoryを構成対象として選択できます。


	
ドメインの拡張を選択するインストールでは、Enterprise Manager(Fusion Middleware Controlコンソール)をコンポーネントとして選択できません。ドメイン拡張のインストールの場合、「管理コンポーネント」領域で選択できるのは「Oracle Directory Services Manager」のみです。


	
Oracle Directory Services Managerは、スタンドアロン・コンポーネントとしてインストールおよび構成できます。


	
「ドメインの作成」インストール・フローでOracle Internet DirectoryまたはOracle Virtual Directoryのインストールを選択した場合、Oracle Directory Services Managerが自動的に選択され、選択を解除することはできません。ドメイン拡張またはクラスタ拡張の場合は、Oracle Internet DirectoryまたはOracle Virtual Directoryのインストールを選択すれば、Oracle Directory Services Managerの選択を解除できます。


	
少なくとも1つのJavaコンポーネントのインストールおよび構成を選択した場合、「クラスタ化」選択フィールドが表示され、使用可能になります。クラスタ化できるのは、管理対象サーバーと、管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションのみです。Enterprise Manager(Fusion Middleware Controlコンソール)は管理サーバーにデプロイされているので、インストール中にクラスタ化されません。


	
クラスタ・インストールの拡張を選択する場合、このオプションを選択する時点で少なくとも1つのクラスタが存在する必要があります。


	
クラスタの拡張を選択する場合、クラスタの一部として構成されるJava EEコンポーネントがリストされます。




「次へ」をクリックして続行します。


	
9

	
ポートの構成

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択した場合に表示されます。

	
ポートの構成方法を選択します。

	
事前に定められた範囲からポートを構成する場合は、「自動でポートを構成」を選択します。


	
staticports.iniファイルを使用してポートを構成する場合は、「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。ファイルの表示/編集をクリックして、staticports.iniファイルの設定を更新できます。




「次へ」をクリックして続行します。


	
10

	
スキーマ・データベースの指定

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択し、Oracle Internet Directoryを構成するよう選択した場合に表示されます。

	
既存のスキーマを使用するか、インストーラを使用して新しいスキーマを作成するかを選択します。

注意: 既存のスキーマを使用する場合、インストールを続行するには、現時点でそれがデータベースに存在する必要があります。現時点でそれがデータベースに存在しない場合、Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityを使用して、それを作成する必要があります。

既存のスキーマを使用するには:

	
「既存のスキーマの使用」を選択します。


	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列は、hostname:port:servicenameの形式である必要があります。Oracle Real Application Clusters (RAC)の場合、接続文字列は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameという形式である必要があります。


	
「パスワード」フィールドに既存のODSスキーマのパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックして続行します。

注意: 既存のODSスキーマとODSSMスキーマのパスワードが異なる場合、「次へ」をクリックすると、ODSSMパスワードの指定画面が表示されます。既存のODSSMスキーマのパスワードを入力して、「次へ」をクリックします。




新しいスキーマを作成する手順:

	
「スキーマの作成」を選択します。


	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列は、hostname:port:servicenameの形式である必要があります。Oracle Real Application Clusters (RAC)の場合、接続文字列は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameという形式である必要があります。


	
「ユーザー名」フィールドにデータベース・ユーザーの名前を入力します。指定するユーザーにはDBA権限が必要です。

注意: Oracle Database 11gリリース2 (11.2)以上のバージョンを使用している場合、データベース・ユーザーは、SYSのみである必要があります。


	
「パスワード」フィールドにデータベース・ユーザーのパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックします。「OIDパスワードの入力」画面が表示されます。


	
新しいODSスキーマのパスワードを作成するには、「ODSスキーマパスワード」フィールドにパスワードを入力します。

「ODSスキーマ・パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。


	
新しいODSSMスキーマのパスワードを作成するには、「ODSSMスキーマ・パスワード」フィールドにパスワードを入力します。

「ODSSMスキーマ・パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。


	
「次へ」をクリックして続行します。





	
11

	
Oracle Virtual Directoryの情報の指定

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択し、Oracle Virtual Directoryを構成するよう選択した場合に表示されます。

	
次の情報を入力します。

	
LDAP v3名前空間: Oracle Virtual Directoryの名前空間を入力します。たとえば、dc=myhost,dc=mycompany,dc=comです。


	
HTTP Webゲートウェイ: Oracle Virtual DirectoryのHTTP Webゲートウェイを有効にするには、このオプションを選択します。


	
保護: HTTP Webゲートウェイを有効にし、SSLを使用してゲートウェイを保護する場合は、このオプションを選択します。


	
管理者ユーザー名: Oracle Virtual Directory管理者のユーザー名を入力します。デフォルト値は、cn=orcladminです。


	
パスワード: Oracle Virtual Directory管理者のパスワードを入力します。


	
パスワードの確認: Oracle Virtual Directory管理者のパスワードを再入力します。


	
セキュア・モードでの管理サーバーの構成: SSLを使用してOracle Virtual Directoryの管理リスナーを保護するには、このオプションを選択します。このオプションはデフォルトで選択されます。このオプションを選択することをお薦めします。




「次へ」をクリックして続行します。


	
12

	
OID管理者パスワードの指定

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択し、Oracle Internet Directoryを構成するよう選択した場合に表示されます。

	
Oracle Internet Directory管理者のパスワードを入力します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
13

	
Oracle Identity Federation構成タイプの選択

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択し、Oracle Identity Federationを構成するよう選択した場合に表示されます。

	
次のいずれかの構成タイプを選択します。

	
基本: Oracle Identity Federationのデータ・ストアや認証エンジン・タイプを選択する必要も、接続詳細を指定する必要もありません。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity Federationの基本構成の実行に関する項を参照してください。


	
拡張: このオプションでは、データ・ストアの構成タイプと認証エンジンを選択し、データ・ストアおよび認証エンジンの接続詳細を指定することができます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity Federationの拡張構成の実行に関する項を参照してください。




注意: この表での手順は、「基本」オプションを選択した場合に表示される画面を示しています。

「次へ」をクリックして続行します。


	
14

	
Oracle Identity Federationの詳細の指定

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択し、Oracle Identity Federationを構成するよう選択した場合に表示されます。

	
次の情報を入力します。

	
PKCS12パスワード: Oracle Identity Federationが暗号化とウォレットの署名に使用するパスワードを入力します。自己署名証明書付きのウォレットが自動的に生成されます。ウォレットの使用は、テストの場合のみお薦めします。


	
パスワードの確認: PKCS12パスワードを再入力します。


	
サーバーID: このOracle Identity Federationインスタンスの特定に使用される文字列を入力します。入力した文字列の先頭に、接頭辞oifが追加されます。Oracle WebLogic Server管理ドメイン内の各論理Oracle Identity Federationインスタンスに一意のサーバーIDが必要です。1つの論理インスタンスとして機能するクラスタ化されたOracle Identity Federationインスタンスは同じサーバーIDを持ちます。




「次へ」をクリックして続行します。


	
15

	
インストール・サマリー

	
常時

	
画面上の情報を検証します。オプションを変更する場合は、左側にあるナビゲーション・ツリーのリンクをクリックするか、その画面が表示されるまで「戻る」をクリックすることによって、前の画面に戻ることができます。必須オプションを編集した後で、前の画面からインストールを続行できます。

レスポンス・ファイルを保存する場合は、「保存」をクリックします。インストール固有の情報が格納されるレスポンス・ファイルの名前と場所の入力を求められます。インストーラによってレスポンス・ファイルが作成されると、それをそのまま使用して他のシステムにインストールをレプリケートするか、またはテキスト・エディタでレスポンス・ファイルを修正できます。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
16

	
インストールの進行状況

	
常時

	
UNIXシステムにインストールしている場合、ORACLE_HOME/oracleRoot.shスクリプトを実行して適切なファイル権限およびディレクトリ権限を設定するよう要求されることがあります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のUNIXプラットフォームでのoracleRoot.shスクリプトの実行に関する項を参照してください。

「次へ」をクリックして続行します。


	
17

	
構成の進行状況

	
この画面は、「インストールと構成」オプションを選択した場合に表示されます。

	
「次へ」をクリックして続行します。


	
18

	
インストール完了

	
常時

	
「終了」をクリックしてインストーラを終了します。








「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択した場合は、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)がインストールおよび構成されます。デフォルトで、Oracle_IDM1はOracle Identity Management Oracleホーム・ディレクトリとして作成されます。このホーム・ディレクトリは、このガイドでIDM_Homeとも呼ばれます。

インストール・ログ・ファイルを見つけるには、第2.8項「インストール・ログ・ファイルの場所」を参照してください。








3.3 「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプション用のOracle Identity Managementの構成

第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動して、次のコンポーネントを構成する必要があります。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Virtual Directory


	
Oracle Directory Services Manager


	
Oracleディレクトリ統合プラットフォーム


	
Oracle Identity Federation


	
Oracle HTTP Server


	
Oracle Enterprise Manager




Oracle Identity Management構成ウィザードを次のように実行します。

UNIXシステムの場合:


ORACLE_HOME/bin/config.sh


Windowsシステムの場合:


ORACLE_HOME\bin\config.bat


Oracle Identity Management 11g構成ウィザードが表示されます。このウィザードを使用して、新規ドメインで、既存ドメインで、またはドメインを使用せずにコンポーネントを構成できます。ドメインを使用せずにインストールおよび構成できるのは、Oracle Internet DirectoryとOracle Virtual Directoryのみです。詳細は、次のトピックを参照してください。

	
新しいWebLogicドメインでのOIDおよびODIP、ODSM、Fusion Middleware Controlの構成


	
WebLogicドメインを使用しないOIDのみの構成


	
新しいWebLogicドメインでのOVDおよびODSM、Fusion Middleware Controlの構成


	
LDAP認証、ユーザー・ストア、フェデレーション・ストア用の新しいWebLogicドメインでのOIFとOIDの構成






3.3.1 新しいWebLogicドメインでのOIDおよびODIP、ODSM、Fusion Middleware Controlの構成

このトピックでは、新しいWebLogic管理ドメインでOracle Internet Directory (OID)を、Oracle Directory Integration Platform (ODIP)、Oracle Directory Services Manager (ODSM)、Fusion Middleware Controlと一緒に構成する方法について説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
適切なデプロイメント環境


	
デプロイされるコンポーネント


	
依存関係


	
手順






3.3.1.1 適切なデプロイメント環境

このトピックで説明する構成は、次の条件の両方を満たす環境に適しています。

	
同じホストの同じ場所にOracle Internet DirectoryとOracle Directory Integration Platformをインストールします。


	
他の11gリリース1(11.1.1) Oracle Directory Servicesコンポーネントを管理しているWebLogic管理サーバーがありません。









3.3.1.2 デプロイされるコンポーネント

この項の構成を実行すると、次のコンポーネントがデプロイされます。

	
WebLogic管理サーバー


	
Oracle Internet Directory


	
WebLogic管理対象サーバー


	
Oracleディレクトリ統合プラットフォーム


	
Oracle Directory Services Manager


	
Fusion Middleware Control









3.3.1.3 依存性

この項の構成は、次の内容によって異なります。

	
Oracle WebLogic Server


	
Oracle Database


	
Oracle Databaseに存在する既存のスキーマIdentity Management - Oracle Internet Directoryを使用する場合









3.3.1.4 手順

新しいドメインでOracle Internet Directoryを、Oracle Directory Integration Platform、Oracle Directory Services Manager、Fusion Middleware Controlと一緒に構成するには、次の手順を実行します。

	
第3.2項「「インストールと構成」オプションを使用したOracle Identity Managementのインストール」の説明に従って、Oracle Internet Directoryがインストールされていることを確認します。




	
注意:

第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択した場合、「ドメインの選択」画面が表示されます。
第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動する必要があります。<ORACLE_HOME>/bin/config.sh (UNIXの場合)または<ORACLE_HOME>\bin\config.bat (Windowsの場合)を実行して、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動します。「ドメインの選択」画面が表示されます。










	
ドメインの選択画面で、「新規ドメインの作成」を選択し、次の情報を入力します。

	
「ユーザー名」フィールドに新しいドメインのユーザー名を入力します。


	
ユーザー・パスワード・フィールドに新しいドメインのユーザー・パスワードを入力します。


	
「パスワードの確認」フィールドにユーザー・パスワードを再入力します。


	
「ドメイン名」フィールドに新しいドメインの名前を入力します。




「次へ」をクリックします。「インストール場所の指定」画面が表示されます。


	
第2.4項「インストール・ディレクトリの特定」を参照して、ホーム、インスタンスおよびWebLogic Serverのディレクトリを特定します。各フィールドに情報を入力したら、「次へ」をクリックします。セキュリティ更新の指定画面が表示されます。


	
セキュリティ問題の通知方法を選択します。

	
電子メールでセキュリティ問題を通知する場合は、「電子メール」フィールドに電子メール・アドレスを入力します。


	
My Oracle Support(以前のMetaLink)でセキュリティ問題を通知する場合は、「My Oracle Support」オプションを選択してMy Oracle Supportのパスワードを入力します。


	
セキュリティ問題を通知しない場合は、すべてのフィールドを空にします。




「次へ」をクリックします。「コンポーネントの構成」画面が表示されます。


	
「Oracle Internet Directory」と「Oracle Directory Integration Platform」を選択します。Oracle Directory Services ManagerとOracle Fusion Middleware Controlは自動的に選択されます。

他のコンポーネントが選択されていないことを確認し、「次へ」をクリックします。ポートの構成画面が表示されます。


	
ポートの構成方法を選択します。

	
事前に定められた範囲からポートを構成する場合は、「自動でポートを構成」を選択します。


	
staticports.iniファイルを使用してポートを構成する場合は、「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイルの表示/編集」をクリックして、staticports.iniファイルの設定を更新します。




「次へ」をクリックします。「スキーマ・データベースの指定」画面が表示されます。


	
既存のスキーマを使用するか、インストーラを使用して新しいスキーマを作成するかを選択します。




	
注意:

既存のスキーマを使用する場合、インストールを続けるにはデータベースに現在そのスキーマが存在する必要があります。現在データベースに存在しない場合は、Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityを使用して作成するか、後述の「新しいスキーマを作成する手順」の説明に従ってください。
詳細は、第3.2.3項「Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」を参照してください。









既存のスキーマを使用する手順:

	
「既存のスキーマの使用」を選択します。


	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列の形式は、hostname:port:servicenameにしてください。Oracle Real Application Clusters(RAC)の場合、接続文字列の形式は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameにします。


	
「パスワード」フィールドに既存のODSスキーマのパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

既存のODSスキーマとODSSMスキーマのパスワードが異なる場合、「次へ」をクリックすると、ODSSMパスワードの指定画面が表示されます。既存のODSSMスキーマのパスワードを入力して、「次へ」をクリックします。







Oracle Internet Directoryの作成画面が表示されます。


	
ステップ8に進み、インストールを続けます。





新しいスキーマを作成する手順:

	
「スキーマの作成」を選択します。


	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列の形式は、hostname:port:servicenameにしてください。Oracle Real Application Clusters(RAC)の場合、接続文字列の形式は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameにします。


	
「ユーザー名」フィールドにデータベース・ユーザーの名前を入力します。指定するユーザーにはDBA権限が必要です。


	
「パスワード」フィールドにデータベース・ユーザーのパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックします。「OIDパスワードの入力」画面が表示されます。


	
新しいODSスキーマのパスワードを作成するには、「ODSスキーマパスワード」フィールドにパスワードを入力します。

「ODSスキーマ・パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。


	
新しいODSSMスキーマのパスワードを作成するには、「ODSSMスキーマ・パスワード」フィールドにパスワードを入力します。

「ODSSMスキーマ・パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。


	
「次へ」をクリックします。Oracle Internet Directoryの作成画面が表示されます。





	
Oracle Internet Directoryの次の情報を入力します。

	
レルム: レルムの場所を入力します。


	
管理者パスワード: Oracle Internet Directory管理者のパスワードを入力します。


	
パスワードの確認: 管理者のパスワードを再入力します。




「次へ」をクリックします。


	
「インストール・サマリー」画面が表示されます。画面上の情報を検証します。「構成」をクリックして構成を開始します。


	
「構成の進行状況」画面が表示されます。「次へ」をクリックして続行します。


	
「インストール完了」画面が表示されます。「保存」をクリックして構成情報をファイルに保存し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。







	
注意:

Oracle Internet Directoryの構成後に、次のようなエラー・メッセージが$Instance_home/diagnostics/logs/OID/oid1/**ログ・ファイルに表示される場合があります。
"2010-02-01T07:27:42+00:00] [OID] [NOTIFICATION:16] [] [OIDLDAPD] [host:stadp47] [pid: 26444] [tid: 0] Main:: FATAL * gslsmaiaInitAudCtx * Audit struct initialization failed. Audit error code: 62005"

このエラー・メッセージは無視してください。
















3.3.2 WebLogicドメインを使用しないOIDのみの構成

このトピックでは、WebLogic管理ドメインを使用せずにOracle Internet Directory (OID)のみを構成する方法について説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
適切なデプロイメント環境


	
デプロイされるコンポーネント


	
依存関係


	
手順






3.3.2.1 適切なデプロイメント環境

このトピックで説明する構成は、次の条件の両方を満たす環境に適しています。

	
管理目的のWebLogic管理ドメインにOracle Internet Directoryを含めません。


	
Fusion Middleware Controlを使用してOracle Internet Directoryを管理しません。









3.3.2.2 デプロイされるコンポーネント

この項の構成を実行すると、Oracle Internet Directoryのみがデプロイされます。






3.3.2.3 依存性

この項の構成は、次の内容によって異なります。

	
Oracle Database


	
Oracle Databaseに存在する既存のスキーマIdentity Management - Oracle Internet Directoryを使用する場合









3.3.2.4 手順

ドメインを使用せずにOracle Internet Directoryのみを構成するには、次の手順を実行します。

	
第3.2項「「インストールと構成」オプションを使用したOracle Identity Managementのインストール」の説明に従って、Oracle Internet Directoryがインストールされていることを確認します。

この特定のシナリオでは、Oracle WebLogic Serverのインストールはオプションです。かわりに、後述のステップ4の説明に従って、Oracle Identity Management構成ウィザードを使用してミドルウェア・ホームを作成できます。




	
注意:

第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択した場合、「ドメインの選択」画面が表示されます。
第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動する必要があります。<ORACLE_HOME>/bin/config.sh (UNIXの場合)または<ORACLE_HOME>\bin\config.bat (Windowsの場合)を実行して、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動します。「ドメインの選択」画面が表示されます。










	
ドメインの選択画面で「ドメインなしで構成」を選択して、「次へ」をクリックします。「インストール場所の指定」画面が表示されます。


	
各フィールドに次の情報を入力します。

	
Oracle Middlewareホームの場所: Oracle Middlewareホーム・ディレクトリがすでに存在する場合は、ディレクトリへのパスをこのフィールドに入力します。Oracle Middlewareホーム・ディレクトリが存在しない場合は、Oracle共通ホーム・ディレクトリとOracleホーム・ディレクトリを含むディレクトリを作成する場所へのパスを入力します。このフィールドで特定するディレクトリ内に、Oracle共通ホーム・ディレクトリとOracleホーム・ディレクトリが作成されます。

Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリは、通常MW_HOMEと呼ばれます。




	
注意:

Oracle Middlewareホーム・ディレクトリに、Oracle WebLogic Serverインストールを含める必要はありません。








	
Oracleホーム・ディレクトリ: Oracleホーム・ディレクトリの名前を入力します。インストーラは、このフィールドに入力する名前を使用して、「Oracle Middlewareホームの場所」フィールドに入力する場所の下にOracleホーム・ディレクトリを作成します。Oracleホーム・ディレクトリは、通常ORACLE_HOMEと呼ばれます。


	
Oracleインスタンスの場所: Oracleインスタンス・ディレクトリを作成する場所のディレクトリ・パスを入力します。インストーラは、このフィールドに入力した場所と、「Oracleインスタンス名」フィールドに入力した名前を使用して、Oracleインスタンスのディレクトリを作成します。Oracleインスタンス・ディレクトリ用にシステムで任意の場所を特定できます。Oracleインスタンス・ディレクトリは、Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリ内に存在する必要はありません。


	
Oracleインスタンス名: Oracleインスタンス・ディレクトリの名前を入力します。インストーラは、このフィールドに入力する名前を使用して、「Oracleインスタンスの場所」フィールドに指定する場所にOracleインスタンス・ディレクトリを作成します。このディレクトリは通常ORACLE_INSTANCEと呼ばれます。




各フィールドに情報を入力したら、「次へ」をクリックします。セキュリティ更新の指定画面が表示されます。


	
セキュリティ問題の通知方法を選択します。

	
電子メールでセキュリティ問題を通知する場合は、「電子メール」フィールドに電子メール・アドレスを入力します。


	
My Oracle Support(以前のMetaLink)でセキュリティ問題を通知する場合は、「My Oracle Support」オプションを選択してMy Oracle Supportのパスワードを入力します。


	
セキュリティ問題を通知しない場合は、すべてのフィールドを空にします。




「次へ」をクリックします。「コンポーネントの構成」画面が表示されます。


	
「コンポーネントの構成」画面で、「Oracle Internet Directory」のみを選択します。他のコンポーネントが選択されていないことを確認し、「次へ」をクリックします。ポートの構成画面が表示されます。


	
ポートの構成方法を選択します。

	
事前に定められた範囲からポートを構成する場合は、「自動でポートを構成」を選択します。


	
staticports.iniファイルを使用してポートを構成する場合は、「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイルの表示/編集」をクリックして、staticports.iniファイルの設定を更新します。




「次へ」をクリックします。「スキーマ・データベースの指定」画面が表示されます。


	
既存のスキーマを使用するか、インストーラを使用して新しいスキーマを作成するかを選択します。




	
注意:

既存のスキーマを使用する場合、インストールを続けるにはデータベースに現在そのスキーマが存在する必要があります。現在データベースに存在しない場合は、Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityを使用して作成するか、後述の「新しいスキーマを作成する手順」の説明に従ってください。
詳細は、第3.2.3項「Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」を参照してください。









既存のスキーマを使用する手順:

	
「既存のスキーマの使用」を選択します。


	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列の形式は、hostname:port:servicenameにしてください。Oracle Real Application Clusters(RAC)の場合、接続文字列の形式は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameにします。


	
「パスワード」フィールドに既存のODSスキーマのパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

既存のODSスキーマとODSSMスキーマのパスワードが異なる場合、「次へ」をクリックすると、ODSSMパスワードの指定画面が表示されます。既存のODSSMスキーマのパスワードを入力して、「次へ」をクリックします。







Oracle Internet Directoryの作成画面が表示されます。


	
ステップ8に進み、インストールを続けます。





新しいスキーマを作成する手順:

	
「スキーマの作成」を選択します。


	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列の形式は、hostname:port:servicenameにしてください。Oracle Real Application Clusters(RAC)の場合、接続文字列の形式は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameにします。


	
「ユーザー名」フィールドにデータベース・ユーザーの名前を入力します。指定するユーザーにはDBA権限が必要です。


	
「パスワード」フィールドにデータベース・ユーザーのパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックします。「OIDパスワードの入力」画面が表示されます。


	
新しいODSスキーマのパスワードを作成するには、「ODSスキーマパスワード」フィールドにパスワードを入力します。

「ODSスキーマ・パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。


	
新しいODSSMスキーマのパスワードを作成するには、「ODSSMスキーマ・パスワード」フィールドにパスワードを入力します。

「ODSSMスキーマ・パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。


	
「次へ」をクリックします。Oracle Internet Directoryの作成画面が表示されます。





	
Oracle Internet Directoryの次の情報を入力します。

	
レルム: レルムの場所を入力します。


	
管理者パスワード: Oracle Internet Directory管理者のパスワードを入力します。


	
パスワードの確認: 管理者のパスワードを再入力します。




「次へ」をクリックします。


	
「インストール・サマリー」画面が表示されます。画面上の情報を検証します。「構成」をクリックして構成を開始します。


	
「構成の進行状況」画面が表示されます。「次へ」をクリックして続行します。


	
「インストール完了」画面が表示されます。「保存」をクリックして構成情報をファイルに保存し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。







	
注意:

	
このインストールと構成を実行し、後でFusion Middleware Controlを使用してOracle Internet Directoryを管理する場合、Oracle Internet DirectoryをWebLogic管理サーバーに登録する必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Internet Directory管理者ガイド』のOracleインスタンスまたはコンポーネントのWebLogic Serverへの登録に関する項を参照してください。


	
Oracle Internet Directoryの構成後に、次のようなエラー・メッセージが$Instance_home/diagnostics/logs/OID/oid1/**ログ・ファイルに表示される場合があります。

"2010-02-01T07:27:42+00:00] [OID] [NOTIFICATION:16] [] [OIDLDAPD] [host:stadp47] [pid: 26444] [tid: 0] Main:: FATAL * gslsmaiaInitAudCtx * Audit struct initialization failed. Audit error code: 62005"

このエラー・メッセージは無視してください。



















3.3.3 新しいWebLogicドメインでのOVDおよびODSM、Fusion Middleware Controlの構成

このトピックでは、新しいWebLogic管理ドメインでOracle Virtual Directory (OVD)を、Oracle Directory Services Manager (ODSM)とFusion Middleware Controlと一緒に構成する方法について説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
適切なデプロイメント環境


	
デプロイされるコンポーネント


	
依存関係


	
手順






3.3.3.1 適切なデプロイメント環境

このトピックで説明する構成は、次の条件をすべて満たす環境に適しています。

	
Fusion Middleware Controlを使用してOracle Virtual Directoryを管理します。


	
Oracle Virtual DirectoryがWebLogic管理ドメイン内に存在します。




	
他の11gリリース1(11.1.1) Oracle Directory Servicesコンポーネントを管理しているWebLogic管理サーバーがありません。


	
同じホストの同じ場所にOracle Virtual DirectoryとWebLogic管理サーバーをインストールします。









3.3.3.2 デプロイされるコンポーネント

この項の構成を実行すると、次のコンポーネントがデプロイされます。

	
WebLogic管理サーバー


	
Oracle Virtual Directory


	
Oracle Directory Services Manager


	
Fusion Middleware Control









3.3.3.3 依存性

この項の構成は、Oracle WebLogic Serverによって異なります。






3.3.3.4 手順

新しいドメインでOracle Virtual Directoryを、Oracle Directory Services ManagerとFusion Middleware Controlと一緒に構成するには、次の手順を実行します。

	
第3.2項「「インストールと構成」オプションを使用したOracle Identity Managementのインストール」の説明に従って、Oracle Virtual DirectoryおよびOracle Directory Services Managerがインストールされていることを確認します。




	
注意:

第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択した場合、「ドメインの選択」画面が表示されます。
第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動する必要があります。<ORACLE_HOME>/bin/config.sh (UNIXの場合)または<ORACLE_HOME>\bin\config.bat (Windowsの場合)を実行して、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動します。「ドメインの選択」画面が表示されます。










	
ドメインの選択画面で、「新規ドメインの作成」を選択し、次の情報を入力します。

	
「ユーザー名」フィールドに新しいドメインのユーザー名を入力します。


	
ユーザー・パスワード・フィールドに新しいドメインのユーザー・パスワードを入力します。


	
「パスワードの確認」フィールドにユーザー・パスワードを再入力します。


	
「ドメイン名」フィールドに新しいドメインの名前を入力します。




「次へ」をクリックします。「インストール場所の指定」画面が表示されます。


	
第2.4項「インストール・ディレクトリの特定」を参照して、ホーム、インスタンスおよびWebLogic Serverのディレクトリを特定します。各フィールドに情報を入力したら、「次へ」をクリックします。セキュリティ更新の指定画面が表示されます。


	
セキュリティ問題の通知方法を選択します。

	
電子メールでセキュリティ問題を通知する場合は、「電子メール」フィールドに電子メール・アドレスを入力します。


	
My Oracle Support(以前のMetaLink)でセキュリティ問題を通知する場合は、「My Oracle Support」オプションを選択してMy Oracle Supportのパスワードを入力します。


	
セキュリティ問題を通知しない場合は、すべてのフィールドを空にします。




「次へ」をクリックします。「コンポーネントの構成」画面が表示されます。


	
「Oracle Virtual Directory」のみを選択します。Oracle Directory Services ManagerとFusion Middleware Control管理コンポーネントは、このインストールの場合、自動的に選択されます。

他のコンポーネントが選択されていないことを確認し、「次へ」をクリックします。ポートの構成画面が表示されます。


	
ポートの構成方法を選択します。

	
事前に定められた範囲からポートを構成する場合は、「自動でポートを構成」を選択します。


	
staticports.iniファイルを使用してポートを構成する場合は、「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイルの表示/編集」をクリックして、staticports.iniファイルの設定を更新します。




「次へ」をクリックします。Oracle Virtual Directory情報の指定画面が表示されます。


	
次の情報を入力します。

	
LDAP v3名前空間: Oracle Virtual Directoryの名前空間を入力します。たとえば、dc=myhost,dc=mycompany,dc=comです。


	
HTTP Webゲートウェイ: Oracle Virtual DirectoryのHTTP Webゲートウェイを有効にするには、このオプションを選択します。


	
保護: HTTP Webゲートウェイを有効にし、SSLを使用してゲートウェイを保護する場合は、このオプションを選択します。


	
管理者ユーザー名: Oracle Virtual Directory管理者のユーザー名を入力します。デフォルト値はcn=orcladminです。


	
パスワード: Oracle Virtual Directory管理者のパスワードを入力します。


	
パスワードの確認: Oracle Virtual Directory管理者のパスワードを再入力します。


	
セキュア・モードでの管理サーバーの構成: SSLを使用してOracle Virtual Directoryの管理リスナーを保護するには、このオプションを選択します。このオプションはデフォルトで選択されます。このオプションを選択することをお薦めします。




「次へ」をクリックします。


	
「インストール・サマリー」画面が表示されます。画面上の情報を検証します。「構成」をクリックして構成を開始します。


	
「構成の進行状況」画面が表示されます。「次へ」をクリックして続行します。


	
「インストール完了」画面が表示されます。「保存」をクリックして構成情報をファイルに保存し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。











3.3.4 LDAP認証、ユーザー・ストア、フェデレーション・ストア用の新しいWebLogicドメインでのOIFとOIDの構成

この項では、LDAP認証、ユーザー・ストア、フェデレーション・ストア用に新しいWebLogic管理ドメインでOracle Identity Federation (OIF)とOracle Internet Directory (OID)を構成する方法について説明します。




	
注意:

Oracle Identity FederationをOracle Internet Directoryと一緒に構成する場合、接続、資格証明、属性およびコンテナの設定は、Oracle Internet Directory構成を使用して自動的に構成されます。







この項では、構成に関する次の情報について説明します。

	
適切なデプロイメント環境


	
デプロイされるコンポーネント


	
依存関係


	
手順






3.3.4.1 適切なデプロイメント環境

このトピックの構成を実行すると、認証、ユーザー・ストアおよびフェデレーション・ストア用のLDAPリポジトリとしてOracle Identity FederationがOracle Internet Directoryとともに簡単にデプロイされます。






3.3.4.2 デプロイされるコンポーネント

この項の構成を実行すると、次のコンポーネントがデプロイされます。

	
WebLogic管理対象サーバー


	
Oracle Identity Federation


	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Directory Services Manager


	
WebLogic管理サーバー


	
Fusion Middleware Control


	
Oracle HTTP Server(オプション)









3.3.4.3 依存性

この項の構成は、次のコンポーネントによって異なります。

	
Oracle WebLogic Server


	
Oracle Internet Directory用のOracle Database


	
Oracle Internet Directoryのデータベースに存在するIdentity Management - Oracle Internet Directoryスキーマ


	
Oracle Identity Federation用のOracle Database(セッション・ストア、メッセージ・ストアまたは構成ストアにRDBMSを使用する場合)


	
Oracle Identity Federationのデータベースに存在する新しいIdentity Management - Oracle Identity Federation(セッション・ストア、メッセージ・ストアまたは構成ストアにRDBMSを使用する場合)









3.3.4.4 手順

LDAP認証、ユーザー・ストア、フェデレーション・ストア用に新しいドメインでOracle Identity FederationとOracle Internet Directoryを構成するには、次の手順を実行します。

	
セッション・ストア、メッセージ・ストアまたは構成ストアにRDBMSを使用するかどうかを決定します。使用する場合は、次のステップaとbを実行します。

	
Oracle Identity Federationのデータベースをインストールします。詳細は、第3.2.2項「Oracle Databaseのインストール」を参照してください。


	
データベースにIdentity Management - Oracle Identity Federationスキーマを作成します。詳細は、第3.2.3項「Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」を参照してください。





	
Oracle Internet Directory用のOracle Databaseをインストールします。詳細は、第3.2.2項「Oracle Databaseのインストール」を参照してください。


	
Oracle Internet DirectoryのデータベースにIdentity Management - Oracle Internet Directoryスキーマを作成します。詳細は、第3.2.3項「Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成」を参照してください。


	
第3.2項「「インストールと構成」オプションを使用したOracle Identity Managementのインストール」の説明に従って、Oracle Identity FederationおよびOracle Internet Directoryがインストールされていることを確認します。




	
注意:

第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「インストールと構成」オプションを選択した場合、「ドメインの選択」画面が表示されます。
第3.2.7項「Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)ソフトウェアのインストールおよび構成」の説明に従って、Oracle Identity Management 11gリリース1 (11.1.1.9.0)をインストールする際に、「インストール・タイプの選択」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動する必要があります。<ORACLE_HOME>/bin/config.sh (UNIXの場合)または<ORACLE_HOME>\bin\config.bat (Windowsの場合)を実行して、Oracle Identity Management構成ウィザードを起動します。「ドメインの選択」画面が表示されます。










	
ドメインの選択画面で、「新規ドメインの作成」を選択し、次の情報を入力します。

	
ユーザー名: 新しいドメインのユーザー名を入力します。


	
ユーザー・パスワード: 新しいドメインのユーザー・パスワードを入力します。

「パスワードの確認」フィールドにユーザー・パスワードを再入力します。


	
ドメイン名: 新しいドメインの名前を入力します。




「次へ」をクリックします。「インストール場所の指定」画面が表示されます。


	
第2.4項「インストール・ディレクトリの特定」を参照して、ホーム、インスタンスおよびWebLogic Serverのディレクトリを特定します。各フィールドに情報を入力したら、「次へ」をクリックします。セキュリティ更新の指定画面が表示されます。


	
セキュリティ問題の通知方法を選択します。

	
電子メールでセキュリティ問題を通知する場合は、「電子メール」フィールドに電子メール・アドレスを入力します。


	
My Oracle Support(以前のMetaLink)でセキュリティ問題を通知する場合は、「My Oracle Support」オプションを選択してMy Oracle Supportのパスワードを入力します。


	
セキュリティ問題を通知しない場合は、すべてのフィールドを空にします。




「次へ」をクリックします。「コンポーネントの構成」画面が表示されます。


	
「Oracle Internet Directory」、「Oracle Identity Federation」およびオプションで「Oracle HTTP Server」を選択します。




	
注意:

エンタープライズ・レベルのシングル・サインオン用にOracle Identity Federationを、Oracle Single Sign-OnおよびOracle Access Managerと一緒に使用する場合、Oracle HTTP Serverが必要です。Oracle Identity FederationはOracle HTTP Serverがない場合も機能しますが、Oracle HTTP ServerをOracle Identity Federationのプロキシとして構成すると便利です。
この「コンポーネントの構成」画面で「Oracle HTTP Server」と「Oracle Identity Federation」を選択すると、Oracle HTTP Serverは、Oracle HTTP Serverのポートを介してOracle Identity Federationアプリケーションにアクセスできるように構成されます。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Federation管理者ガイドのOracle Identity FederationとOracle HTTP Serverのデプロイに関する項を参照してください。









Oracle Directory Services ManagerとFusion Middleware Control管理コンポーネントは、このインストールの場合、自動的に選択されます。

他のコンポーネントが選択されていないことを確認し、「次へ」をクリックします。ポートの構成画面が表示されます。


	
ポートの構成方法を選択します。

	
事前に定められた範囲からポートを構成する場合は、「自動でポートを構成」を選択します。


	
staticports.iniファイルを使用してポートを構成する場合は、「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイルの表示/編集」をクリックして、staticports.iniファイルの設定を更新します。




「次へ」をクリックします。「スキーマ・データベースの指定」画面が表示されます。


	
ステップ3で作成したOracle Internet DirectoryのODSスキーマを特定するには、「既存のスキーマの使用」を選択して次の情報を入力します。

	
「接続文字列」フィールドにデータベース接続情報を入力します。接続文字列の形式は、hostname:port:servicenameにしてください。Oracle Real Application Clusters(RAC)の場合、接続文字列の形式は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameにします。


	
「パスワード」フィールドにODSスキーマのパスワードを入力して、「次へ」をクリックします。




	
注意:

既存のODSスキーマとODSSMスキーマのパスワードが異なる場合、「次へ」をクリックすると、ODSSMパスワードの指定画面が表示されます。既存のODSSMスキーマのパスワードを入力して、「次へ」をクリックします。







Oracle Internet Directoryの作成画面が表示されます。





	
Oracle Internet Directoryの次の情報を入力します。

	
レルム: レルムの場所を入力します。


	
管理者パスワード: Oracle Internet Directory管理者のパスワードを入力します。


	
パスワードの確認: 管理者のパスワードを再入力します。




「次へ」をクリックします。OIF詳細の指定画面が表示されます。


	
次の情報を入力します。

	
PKCS12パスワード: Oracle Identity Federationが暗号化とウォレットの署名に使用するパスワードを入力します。自己署名証明書付きのウォレットが自動的に生成されます。ウォレットの使用は、テストの場合のみお薦めします。


	
パスワードの確認: PKCS12パスワードを再入力します。


	
サーバーID: このOracle Identity Federationインスタンスの特定に使用される文字列を入力します。接頭辞oifが、入力した文字列の先頭に追加されます。Oracle WebLogic Server管理ドメイン内の各論理Oracle Identity Federationインスタンスに一意のサーバーIDが必要です。1つの論理インスタンスとして機能するクラスタ化されたOracle Identity Federationインスタンスは同じサーバーIDを持ちます。




「次へ」をクリックします。OIF拡張フロー属性の選択画面が表示されます。




	
注意:

	
認証タイプ、ユーザー・ストアおよびフェデレーション・ストアのオプションは自動的にLDAPに設定されます。これは、Oracle Internet DirectoryをOracle Identity Federationと一緒にインストールしているためです。


	
ユーザー・フェデレーション・レコード・コンテキストはcn=fed,BASE_REALMに設定されます。BASE_REALMは、通常dc=us,dc=oracle,dc=comになります。













	
各構成アイテムに適切なオプションを選択し、「次へ」をクリックします。




	
注意:

ユーザー・セッション・ストアとメッセージ・ストアが別々の構成アイテムとしてインストーラに表示されますが、ほとんどのデプロイメントでは、どちらのストアの場合も同じ種類のリポジトリが使用されます。







	
ユーザー・セッション・ストア: 「メモリー」またはRDBMS

	
メモリー内表に一時ランタイム・セッション状態を保存するには、「メモリー」を選択します。


	
リレーショナル・データベースに一時ランタイム・セッション状態を保存するには、「RDBMS」を選択します。





	
メッセージ・ストア: 「メモリー」またはRDBMS

	
メモリー内表に一時プロトコル・メッセージを保存するには、「メモリー」を選択します。


	
リレーショナル・データベースに一時プロトコル・メッセージを保存するには、「RDBMS」を選択します。





	
構成ストア: 「ファイル」またはRDBMS

	
ローカル・ファイル・システムにOracle Identity Federationの構成データを保存するには、「ファイル」を選択します。


	
リレーショナル・データベースにOracle Identity Federationの構成データを保存するには、「RDBMS」を選択します。










	
注意:

次に表示される画面は、構成アイテムに選択したオプションによって異なります。
	
ユーザー・セッション・ストア、メッセージ・ストアまたは構成ストアにRDBMSを選択した場合は、ステップ14に進みます。


	
ユーザー・セッション・ストア、メッセージ・ストアまたは構成ストアにRDBMSを選択しなかった場合は、ステップ16に進みます。













	
一時ストア・データベース詳細の指定画面で次の情報を入力します。

	
HostName: データベース・ホストに対する接続文字列をhostname:port:servicenameの形式で入力します。Oracle Real Application Clusters(RAC)の場合、接続文字列の形式は、hostname1:port1:instance1^hostname2:port2:instance2@servicenameにします。


	
ユーザー名: RCUで作成されたスキーマ所有者の名前を入力します。形式はPREFIX_OIFになります。


	
パスワード: データベース・ユーザーのパスワードを入力します。

「次へ」をクリックします。





	
「インストール・サマリー」画面が表示されます。画面上の情報を検証します。「構成」をクリックして構成を開始します。


	
「構成の進行状況」画面が表示されます。「次へ」をクリックして続行します。


	
「インストール完了」画面が表示されます。「保存」をクリックして構成情報をファイルに保存し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。







	
注意:

Oracle HTTP Serverと統合するようにOracle Identity Federationを構成するには、Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Federation管理者ガイドのOracle Identity FederationとOracle HTTP Serverのデプロイに関する項を参照してください。






















4 インストールしたコンポーネントの検証


この章では、Oracle Identity Management 11g リリース1(11.1.1)コンポーネントのインストールを検証する方法について説明します。



4.1 Oracle Identity Management (11.1.1.9.0)の検証

このトピックでは、インストールしたOracle Internet Directory (OID)、Oracle Virtual Directory (OVD)、Oracle Directory Services Manager (ODSM)、Oracle Directory Integration Platform (ODIP)およびOracle Identity Federation (OIF)を検証する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Internet DirectoryまたはOracle Virtual Directory


	
Oracle Directory Integration Platform


	
Oracle Directory Services Manager


	
Oracle Identity Federation






4.1.1 Oracle Internet DirectoryまたはOracle Virtual Directory

Oracle Internet DirectoryまたはOracle Virtual Directoryを検証するには、次の手順を実行します。

	
$ORACLE_INSTANCE/bin/opmnctl status -lコマンドを実行します。たとえば、Oracle Internet Directoryが構成されている場合は次の結果が表示されます。


Processes in Instance: asinst_1
---------------------------------+--------------------+---------+----------+------------+----------+-----------+------
ias-component                    | process-type       |     pid | status   |        uid |  memused |    uptime | ports
---------------------------------+--------------------+---------+----------+------------+----------+-----------+------
oid1                             | oidldapd           |   24032 | Alive    |  582907955 |   113004 |   0:00:41 | N/A
oid1                             | oidldapd           |   24024 | Alive    |  582907954 |    56288 |   0:00:42 | N/A
oid1                             | oidmon             |   24001 | Alive    |  582907953 |    50232 |   0:00:43 | LDAPS:3131,LDAP:3060
EMAGENT                          | EMAGENT            |   24000 | Alive    |  582907952 |     5852 |   0:00:43 | N/A


	
非SSLポートおよびSSLポートで$ORACLE_HOME/bin/ldapbindコマンドを実行します。例:

非SSLポートの場合:

$ORACLE_HOME/bin/ldapbind -h <hostname> -p <port> -D cn=orcladmin -w <password>

SSLポートの場合:

$ORACLE_HOME/bin/ldapbind -h <hostname> -p <port> -D cn=orcladmin -w <password> -U 1









4.1.2 Oracle Directory Integration Platform

Oracle Directory Integration Platformのインストールを検証するには、ORACLE_HOME/bin/ディレクトリにあるdipStatusコマンドを使用します。




	
注意:

環境変数WL_HOMEおよびORACLE_HOMEを設定してから、dipStatusコマンドを実行してください。







dipStatusコマンドの構文は次のとおりです。


$ORACLE_HOME/bin/dipStatus -h HOST -p PORT -D wlsuser [-help]


	
-h | -hostには、Oracle Directory Integration PlatformがデプロイされているOracle WebLogic Serverを指定します。


	
-p | -portには、Oracle Directory Integration PlatformがデプロイされているOracle WebLogic Managed Serverのリスニング・ポートを指定します。


	
-D | -wlsuserには、Oracle WebLogic ServerのログインIDを指定します。







	
注意:

Oracle WebLogic Serverのログイン・パスワードが求められます。パスワードはコマンド・ライン引数で指定することはできません。
パスワードを指定する最適なセキュリティ・プラクティスは、コマンドからのプロンプトへの応答のみです。スクリプトからdipStatusを実行する必要がある場合、Oracle WebLogic Serverのパスワードを含むファイルからの入力をリダイレクトできます。ファイル・アクセス権を使用してファイルを保護し、不要になった場合は削除します。














4.1.3 Oracle Directory Services Manager

Oracle Directory Services Managerを検証するには、ブラウザのアドレス・フィールドに次のURLを入力します。

http://host:port/odsm

	
hostは、Oracle Directory Services ManagerをホストするWebLogic管理対象サーバーの名前を表します。


	
portは、WebLogic管理対象サーバーのリスニング・ポートを表します。正確なポート番号を決定するには、次の内容を確認します。


$MW_HOME/ORACLE_IDENTITY_MANAGEMENT_DOMAIN/servers/MANAGED_
SERVER/data/nodemanager/MANAGED_SERVER.url




「Oracle Directory Services Managerへようこそ」画面が表示された場合、Oracle Directory Services Managerがインストールされ、実行されています。




	
注意:

ようこそ画面の表示状態でOracle Directory Services Managerがインストールされ、実行されていることを検証しますが、適切なディレクトリ・サーバー資格証明がない場合、Oracle Directory Services ManagerからOracle Internet DirectoryまたはOracle Virtual Directoryに接続できません。












4.1.4 Oracle Identity Federation

Oracle Identity Federationを検証するには、次の手順を実行します。

	
次のURLでOracle Identity Federationメタデータにアクセスします。メタデータにアクセスできる場合は、Oracle Identity Federationがインストールされ、Oracle Identity Federationサーバーが実行されています。

http://host:port/fed/sp/metadata




	
注意:

hostは、Oracle Identity FederationがインストールされたWebLogic管理対象サーバーの名前を表します。portは、WebLogic管理対象サーバーのリスニング・ポートを表します。








	
Fusion Middleware Controlにアクセスして、Oracle Identity Federationが使用可能で実行されていることを確認します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用するスタート・ガイドに関する項を参照してください。

















A Oracle Identity Managementのアンインストールおよび再インストール


この付録では、Oracle Identity Management 11gリリース1のアンインストールと再インストールに関する情報を提供します。

内容は次のとおりです。

	
Oracle Identity Managementのアンインストール


	
Oracle Identity Managementの再インストール







	
注意:

ソフトウェアのアンインストールには、必ずこの付録の手順を使用してください。ソフトウェアを手動でアンインストールしようとすると、ソフトウェアの再インストール時に問題が発生することがあります。この付録の手順に従うことで、ソフトウェアを適切にアンインストールできます。









A.1 Oracle Identity Managementのアンインストール

このトピックでは、Oracle Identity Managementをアンインストールする手順について説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle Identity Management Oracleホームのアンインストール


	
Oracle共通ホームのアンインストール


	
Oracle Single Sign-On 10g リリース10.1.4.3.0に登録されたアプリケーションのアンインストール






A.1.1 Oracle Identity Management Oracleホームのアンインストール

アンインストーラは、自らが起動されたOracleホーム・ディレクトリをアンインストールしようとします。Oracle Identity Management Oracleホーム・ディレクトリをアンインストールする前に、ディレクトリが既存のドメインによって使用されていないこと、およびこのOracleホームを使用するすべての実行プロセスが停止されていることを確認します。

Oracle Identity Managementをアンインストールしても、作成したWebLogicドメインは削除されません。削除されるのは、Oracle Identity Management Oracleホーム・ディレクトリ内のソフトウェアのみです。




	
注意:

インスタンスおよびOracleホームの削除には、oraInventoryが必要です。たとえば、UNIXの場合は次の場所にあります。
/etc/oraInst.loc









この項では、グラフィカルな、画面ベースのアンインストーラを使用して、Oracle Identity Management Oracleホーム・ディレクトリをアンインストールする方法を説明します。ただし、レスポンス・ファイルを使用してサイレント・アンインストールを実行することもできます。アンインストール・レスポンス・ファイルのテンプレートは、アンインストールにあわせてカスタマイズ可能で、UNIXではDisk1/stage/Responseディレクトリ、WindowsではDisk1\stage\Responseディレクトリにあります。

グラフィカルな、画面ベースのアンインストーラを使用してOracle Identity Management Oracleホームをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
Oracle Identity Management Oracleホームが、既存のドメインによって使用されていないことを確認します。


	
Oracle Identity Management Oracleホームを使用しているすべてのプロセスを停止します。


	
コマンド・プロンプトを開き、IDENTITY_MANAGEMENT_ORACLE_HOME/oui/binディレクトリ(UNIX)またはIDENTITY_MANAGEMENT_ORACLE_HOME\oui\binディレクトリ(Windows)に移動(cd)します。


	
-deinstallオプションを使用して、コマンド・ラインからアンインストーラを起動します。例:

UNIXの場合:


./runInstaller -deinstall


Windowsの場合:


setup.exe -deinstall


「ようこそ」画面が表示されます。


	
「次へ」をクリックします。

	
Oracle Internet Directory、Oracle Virtual Directory、Oracle Directory Services Manager、Oracle Directory Integration PlatformまたはOracle Identity Federationをアンインストールする場合、「アンインストール・タイプの選択」画面が表示されます。

実行するアンインストール・タイプを選択します。表A-1で、各アンインストール・タイプについて説明します。


表A-1 アンインストール・タイプ

	タイプ	説明
	
Oracleホームのアンインストール

	
リストされているOracle Identity Management Oracleホームに含まれるバイナリをアンインストールするには、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、「Oracleホームのアンインストール」画面が表示され、アンインストールする前にアンインストール設定を含むレスポンス・ファイルを保存できます。


	
Weblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストール - Oracle Internet DirectoryとOracle Virtual Directoryにのみ適用できます。

	
Weblogicドメインに登録されたOracle Internet DirectoryやOracle Virtual DirectoryなどのOracle Identity Managementシステム・コンポーネント・インスタンスをアンインストールするには、このオプションを選択します。

このオプションを選択する場合は、Oracle WebLogic管理サーバーが稼働している必要があります。

このオプションを選択すると、「Weblogicドメインの詳細の指定」画面が表示されます。ここで、アンインストールするシステム・コンポーネントが属する管理ドメインを特定します。次に「管理対象インスタンスの選択」画面が表示されたら、アンインストールするインスタンスを特定します。


	
管理対象外ASInstanceのアンインストール - Oracle Internet DirectoryとOracle Virtual Directoryにのみ適用できます。

	
Weblogicドメインに登録されていないOracle Internet DirectoryやOracle Virtual DirectoryなどのOracle Identity Managementシステム・コンポーネント・インスタンスをアンインストールするには、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、「インスタンスの場所の指定」画面が表示されます。ここで、アンインストールするインスタンスを特定します。








選択するオプションおよびその後に表示される画面にかかわらず、アンインストールの進捗状況画面が表示され、アンインストールの進捗状況とステータスが示されます。アンインストールが完了する前に中止する場合は、「取消」をクリックします。

アンインストールの進捗状況が100%になったら、「終了」をクリックします。「アンインストール完了」画面が表示されます。


	
Oracle Identity Manager、Oracle Access Manager、Oracle Adaptive Access ManagerおよびOracle Entitlements Serverをアンインストールする場合、「Oracleホームのアンインストール」画面が表示されます。

「Oracleホームのアンインストール」画面では、アンインストールする前にアンインストール設定を含むレスポンス・ファイルを保存できます。「アンインストール」をクリックします。アンインストールの進捗状況画面が表示されます。この画面には、アンインストールの進捗状況とステータスが表示されます。アンインストールが完了する前に中止する場合は、「取消」をクリックします。

アンインストールの進捗状況が100%になったら、「終了」をクリックします。「アンインストール完了」画面が表示されます。





	
「アンインストール完了」画面で「終了」をクリックすると、アンインストーラが終了します。









A.1.2 Oracle共通ホームのアンインストール

MW_HOMEディレクトリにあるORACLE_COMMON_HOMEディレクトリには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが含まれます。ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリをアンインストールする前に、Oracle SOA Suiteなど他のOracle Fusion MiddlewareソフトウェアがORACLE_COMMON_HOMEに依存していないことを確認します。ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリに依存するすべてのソフトウェアをアンインストールするまで、このディレクトリをアンインストールできません。

ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリを使用するすべてのプロセスを停止します。


	
付録A「Oracle Identity Managementのアンインストール」の手順を実行して、Oracle Identity Management Oracleホームをアンインストールします。


	
コマンド・プロンプトを開き、ORACLE_COMMON/oui/bin/ディレクトリ(UNIXの場合)またはORACLE_COMMON_HOME\oui\bin\ディレクトリ(Windowsの場合)に移動(cd)します。


	
-deinstallオプションとJava Runtime Environment (JRE)がインストールされている場所を特定する-jreLocオプションを使用して、コマンド・ラインからアンインストーラを起動します。例:

UNIXの場合:


./runInstaller -deinstall -jreLoc FULL_PATH_TO_JRE_DIRECTORY


Windowsの場合:


setup.exe -deinstall -jreLoc FULL_PATH_TO_JRE_DIRECTORY


「ようこそ」画面が表示されます。


	
「次へ」をクリックします。「アンインストール・タイプの選択」画面が表示されます。


	
「アンインストール・タイプの選択」画面上部にある「Oracleホームのアンインストール」オプションを選択します。




	
注意:

ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリへのパスは、「Oracleホームのアンインストール」オプションを説明するテキストに表示されます。







「次へ」をクリックします。「Oracleホームのアンインストール」画面が表示されます。


	
正しいORACLE_COMMON_HOMEディレクトリが表示されていることを確認し、「アンインストール」をクリックします。

アンインストールの進捗状況画面に、ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリのアンインストールの確認を求めるダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「警告」ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックし、ORACLE_COMMON_HOMEディレクトリの削除を確認します。アンインストールが開始されます。


	
アンインストールの進捗状況が100%になったら、「終了」をクリックします。「アンインストール完了」画面が表示されます。


	
「アンインストール完了」画面で「終了」をクリックすると、アンインストーラが終了します。









A.1.3 Oracle Single Sign-On 10g リリース10.1.4.3.0に登録されたアプリケーションの削除

Oracle Single Sign-On 10g リリース10.1.4.3.0に登録されたパートナ・アプリケーションをアンインストールするには、Oracle Single Sign-Onから手動でパートナ・アプリケーションを登録解除する必要があります。次の場所にある『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド10gリリース10.1.4.0.1』の第9章の、シングル・サインオン中間層でのmod_ossoの再登録に関する項を参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html








A.2 Oracle Identity Managementの再インストール

Oracle Identity Managementを再インストールするには、次の手順を実行します。

	
Oracle Identity Managementの再インストール先ディレクトリに、既存のOracle Identity Managementインスタンスが含まれていないことを確認します。含まれている場合、再インストールする前にそれらのインスタンスをアンインストールする必要があります。既存のOracle Identity Managementインスタンスを含むディレクトリに、Oracle Identity Management 11g リリース1(11.1.1)を再インストールすることはできません。


	
このガイドの該当する手順を実行して、初回インストールであるかのようにOracle Identity Managementを再インストールします。















B Oracleスタックの起動および停止


Oracleスタックのコンポーネントは、特定の順序で起動および停止する必要があります。

この付録ではその順序について説明します。内容は次のとおりです。

	
スタックの起動


	
スタックの停止







	
注意:

次のトピックで説明するstartManagedWebLogicおよびstopManagedWebLogicスクリプトを実行する際は、次の点に注意してください。
	
DOMAIN_NAMEのデフォルト値はIDMDomainです。


	
SERVER_NAMEは、WebLogic管理対象サーバーの名前を表します。Oracle Directory Integration PlatformおよびOracle Directory Services Manager WebLogic管理対象サーバーのデフォルト値はwls_ods1です。Oracle Identity Federation WebLogic管理対象サーバーのデフォルト値はwls_oif1です。


	
スクリプトの実行時にオプションとして指定しなかった場合、USER_NAMEとPASSWORDの値の入力を求められます。


	
スクリプトの実行時にオプションとして指定しなかった場合、ADMIN_URLの値は継承されます。














B.1 スタックの起動

スタック・コンポーネントは、次の順序で起動します。




	
注意:

次のOracle WebLogic Serverパッチをミドルウェア・ホームに適用した場合は、Java Secure Socket Extension (JSSE)を有効にしてノード・マネージャ、WebLogic管理サーバーおよび管理対象サーバーを起動する必要があります。
	
13964737 (YVDZ)


	
14174803 (IMWL)




これらのパッチはMy Oracle Supportで入手できます。

JSSEを有効にしてノード・マネージャを起動する方法の詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』のノード・マネージャ環境変数の設定に関する項を参照してください。

JSSEを有効にしてノード・マネージャを起動後、JSSEを有効にして管理サーバーおよび管理対象サーバーを起動する必要があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverの保護』のJSSEを有効にしたSSL実装の使用に関する項を参照してください。









	
次のコマンドを実行して、WebLogic管理サーバーを起動します。


MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME/bin/startWebLogic.sh


	
ノード・マネージャが実行中であることを確認します。Oracle WebLogic Administration Serverにより自動的に確認されることはありません。ノード・マネージャが実行されていない場合、次のコマンドを実行して起動します。


WLS_HOME/server/bin/startNodeManager.sh


	
次のコマンドを実行して、Oracle Internet DirectoryやOracle Virtual Directoryなどのシステム・コンポーネントを起動します。


ORACLE_INSTANCE/bin/opmnctl startall


次のコマンドを実行して、システム・コンポーネントが起動したことを確認できます。


ORACLE_INSTANCE/bin/opmnctl status -l


	
次のコマンドを実行して、WebLogic管理対象コンポーネント(Oracle Directory Integration Platform、Oracle Identity Federation、Oracle Directory Services Managerなど)を起動します。


MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME/bin/startManagedWebLogic.sh\
SERVER_NAME {ADMIN_URL}





	
注意:

WebLogic管理対象コンポーネントのステータスは、Fusion Middleware Controlで表示できます。















B.2 スタックの停止

スタック・コンポーネントは、次の順序で停止します。

	
次のコマンドを実行して、WebLogic管理対象コンポーネントを停止します。


MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME/bin/stopManagedWebLogic.sh \
{SERVER_NAME} {ADMIN_URL} {USER_NAME} {PASSWORD}


	
次のコマンドを実行して、WebLogic管理サーバーを停止します。


MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME/bin/stopWebLogic.sh


	
次のコマンドを実行して、Oracle Internet DirectoryやOracle Virtual Directoryなどのシステム・コンポーネントを停止します。


ORACLE_INSTANCE/bin/opmnctl stopall


	
ノード・マネージャを停止するには、killコマンドを使用します。


kill -9 PID
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